






要約 

病態生理研究では呼吸中枢の求心側に異常が示唆され、呼吸調節が生後4ヵ月までは不安

定であることが証明された。また睡眠中の胸腹壁の動きや体動を分析することで本症を予

知しうる可能性が示唆され、無呼吸児ではノルアドレナリン系神経系の障害が指摘された。

文献情報では無呼吸は本症の中心的病態ではないとされ、ホームモニタリングの有効性も

否定的であった。また新しいアブノモニタ-MAY-715 の性能が証明された。 


